






















































































































































































































































































































































SONAL ASPECTS OF NURSING（12）』 の 中 で、
人間と人間との関係は５つの段階を経て築か
れていくことを示した。その５つの段階とは、
〈Phase of the Original Encounter〉、〈Phase of 
Emerging Identities〉、〈Phase of Empathy〉、



















で「It is necessary to move beyond empathy 
into the realm of sympathy and compassion. 
To empathize is to intellectually understand 
another on the basis of similarity, to gain 
some understanding of the mental world 














































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4
人間対人間として知覚し関係を結ぶためには、






















































































































































































（ 12）Joyce Travelbee，INTERPERSONAL 
ASPECTS OF NURSING，F.A.DAVIS 
COMPANY，1971，pp.133-150
（13）Joyce Trave lbee，“INTERPERSONAL 
ASPECTS OF NURSING”の日本語訳である
『トラベルビー　人間対人間の看護』の中で、













































　　 http://www.sal .tohoku.ac. jp/p-religion/
diarypro/diary.cgi?field=8　（2015年11月29日
検索）
（25）アメリカの看護学者。フローレンス・ナイチン
ゲールに次いで世界的に有名な人物である。看
護とは何かという定義や、有名な基本的看護ケ
アの14の構成要素は、人間の基本的なニーズ
を包括的に網羅したものである。
（26）ヴァージニア・ヘンダーソン著、湯槇ます、児
玉香津子訳『看護の基本となるもの』日本看護
協会出版会、1995、p.10
（27）同上、p.11
（28）フローレンス・ナイチンゲール、薄井坦子、小
玉香津子訳『看護覚え書』現代社、2011、p.159
（29）同上、p.166
（30）ガートルード　トレス著、横尾京子、田村やよ
ひ、高田早苗監訳『看護理論と看護過程』医学
書院、1992、p.58
（31）梅川奈々「終末期患者を支える看護教育の検討
　　 —リビング・ウィルの広まりが看護にもたらし
た影響から—」『関西教育学会年報』通巻第38
号、関西教育学会、2014、p.172
（32）前掲書『トラベルビー　人間対人間の看護』p.47
（33）前掲書『トラベルビー　人間対人間の看護』p.64
